
タンチョウも住めるまちづくり検討協議会 

生息環境専門部会 

日時：平成 31 年 2 月 22 日（金） 10 時 30 分-12 時 

場所：札幌開発建設部 分庁舎 A 会議室 

議事次第 

１. 開会 

２. 議事 

（１） タンチョウ飛来状況等について 

（２） 舞鶴遊水地及び千歳川流域の自然環境について 

（３） タンチョウの生息環境の改善について 

（４） 対外情報発信について 

（５） 舞鶴遊水地への人の関わり方について 

（６） 平成 31年度の調査等について 

３. 閉会 

 

＜配布資料＞ 

議事次第 

委員名簿・配席図 

資料１：舞鶴遊水地及び千歳川流域の自然環境について 

資料２：タンチョウの生息環境の改善について 

資料３：対外情報発信について 

資料４：舞鶴遊水地への人の関わり方について 

資料５：平成 31 年度の調査等について 

参考資料１：地域づくり専門部会の取組状況 

 





(２)舞鶴遊水地及び千歳川流域の
自然環境について
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77

88

オオイヌタデ・ヤナギタデ群落88

*：平成29年度は確認されなかった群落

*

オオヨモギ群落

オオアワダチソウ群落

1010

1111

オギ群落

クサヨシ群落

1212

1313

ヨシ群落1414

人工草地（牧草群落）
※83イ群落については現在分類を検討中

1515

ケヤマハンノキ林

ヤナギ林

ヤナギ低木林

1616

1717

1818

ストローブマツ植林

ヤチダモ植林

裸地

2020

1919

2121

開放水面2222

湿地・水域区分湿地・水域区分 草地区分草地区分 樹林区分樹林区分

多年生抽水植物（高茎）

多年生抽水植物（低茎）

多年生草本（高茎）

樹林

人工草地

多年生沈水・浮葉植物

裸地

開放水面

99

人工草地（牧草地）

平成27年7月

 ヨシ原は1ha程度広がり約5haに拡大(38,488m2→50,328m2)。
樹林面積は微増(57,639m2→59,942m2)。開放水面は1ha程度減少（60,345m2→50,780m2）。
防風林や道路法面において、特定外来生物のオオハンゴンソウが確認された。
重要種としてミズアオイ、ヤナギタウコギなど12種が確認された。

平成30年7月

新規にヒシ群落を確認

人工草地内にイ群落が拡大

ホソバミズヒキモ
群落が縮小

湿原内部に
ヨシ群落が増加

千歳川河川事務所による調査結果より

 ガマやフトイなどの湿生植物群落の中にヨシ原がパッチ上に存在。タンチョウ営巣に向けて拡大が望ましい。
 樹林面積の微増など、湿原環境の乾燥化への注意が必要である。

※イ：イグサとも呼ばれる湿性草本の一種。



遊水地内微高地へのヨシの植栽

実 施 日：平成30年5月23日、24日

実施場所：舞鶴遊水地内に造成した微高地 No.1,2,4（下図）

●図内に表記されている「TYPE」について
微高地の形状は、設定標高の組み合わせにより
3タイプが設定されている。

平成29年度に、タンチョウが繁殖しやすい環境形成のため「微高地」を遊水地内5箇所に造成した。
早期のヨシ群落成立を目的として、5月23・24日に微高地3箇所（No.1,2,4）にヨシを植栽した。

植栽方法：千歳川流域産のポット苗を使用
植栽密度：2本/m2
配置：微高地を1m×5mの帯状に

区切り、約50cmの間隔で
ポット苗を植栽。

45月 植栽時 9月 10月



微高地への侵入が確認された植物のうち、
タンチョウの巣材となるヨシとの競合が懸念される植物

木本種
 イヌコリヤナギ、エゾノカワヤナギ、エゾノキヌヤ

ナギ、オノエヤナギ

外来種
 オオカナダオトギリ、タチオランダゲンゲ、ムラサ

キツメクサ、シロツメクサ、アメリカセンダングサ、
ヒメムカシヨモギ、オオアワダチソウ、セイヨウタ
ンポポ、ヌマイチゴツナギ

その他
 アキタブキ

造巣期～育雛期中期

遊水地内微高地のモニタリング調査

微高地
No.

微高地の
天端高

在来種
外来種

ヨシの
植栽

植被率 生育高 稈数
草本 木本

1
TYPE③

4.3m・4.7m
27種 - 3種 有 50-90%

17.8-
48.7cm

7-10本

2
TYPE②
4.5m

22種 - 2種 有 30-65%
10.3-
56.1cm

9-12本

3
TYPE③

4.3m・4.7m
23種 1種 2種 -

4
TYPE①
4.9m

25種 4種 7種 有 40-85%
6.8-

70.7cm
11-16本

5
TYPE①
4.9m

27種 1種 3種 -

ヨシの定着状況・植生の侵入状況

エゾノキヌヤナギ オオアワダチソウ

冠水状況

今年度は1～5月にかけて例年より水位が高く、
 TYPE③の低い天端は造巣期～育雛期中期に長期間
冠水していたと考えられる。

 TYPE③の高い天端及びTYPE①、TYPE②は2～4回に
かけて最長20日程度冠水したと考えられる。

微高地設定標高
EL＝4.3・4.5・

4.7・4.9

微高地の
推定冠水期間

舞鶴遊水地に造成した微高地について、植生及び平面地形のモニタリング調査を行っている。
標高が高い微高地No.4はヨシの生育高、1株あたりの稈数も高かった一方、侵入植物も多かった。
ヤナギ類の稚樹や外来種（オオアワダチソウ・アメリカセンダングサなど）の侵入が確認された。
タンチョウは水面より少し高い地面を好んで造巣するが、今年度は1～5月にかけて例年より水位が高く、全
ての微高地が長期間冠水したと考えられる。

5

TYPE①

TYPE②

TYPE③最高

TYPE③最低

※微高地上に1mx1mの方形枠を4つ設置し、調査した数値。



モデル式を用いたタンチョウ営巣適性評価
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タンチョウ営巣適性を評価する既存のモデル式を用いて、千歳川流域の環境を評価。
舞鶴遊水地周辺：タンチョウが繁殖するむかわ町のように高い数値ではないが、遊水地内及び長都沼にある
ヨシ原の影響で千歳川流域の中では評価が比較的高い。

他の遊水地周辺：千歳川沿いにあるヨシ原、南に広がる牧草地とハンノキの防風林の影響で、北島遊水地周
辺で評価が比較的高い。

モデル式の概要

 道東圏におけるタンチョウの営巣環境を解析して作成された営巣
適地推定モデル式。

 4km×4kmの16km2メッシュ内の特定の植生面積から評価値を算出。
 評価される植生は「ヨシクラス※」「ハンノキ群落」「ヤナギ低木

群落」「牧草地」。
 「下部針広混交林」はマイナス評価される。

評価方法の概要

 環境省の1/2万5千植生図に舞鶴遊水地の2018年度植生調査結果を組
み入れた植生図を使用。

 植生図を100mグリッドに区切り、各グリッドについて、直径4.5km円
の範囲の近傍解析を実施。

 解析範囲は「千歳川流域」及び道央圏内でタンチョウが繁殖してい
る「むかわ町」（植生図未整備区域を除く）を含めた約630km2。

苫小牧市はヨシクラスが広面積で
存在し評価が高い（～1.0）

江別市石狩川沿いで評価が
高い箇所がある（～0.8）

むかわ町のタンチョウの
繁殖地は評価が高い（～0.8）

千歳川流域では
•北島遊水地及びその南部
•舞鶴遊水地及び長都沼周辺
で、営巣適性評価が比較的高い。

評価結果

※ヨシクラス：ヨシ群落を含む低層湿原
（イワノガリヤス－ツルスゲ群落、ムジナ
スゲ－ヤチスゲ群落なども含む）
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平成30年度現存植生図 将来植生想定図

赤円（直径4.5km）内の生息適性評価値

モデル式を用いたタンチョウ営巣適性評価

舞鶴遊水地内を採草利用地とヨシ原のみと仮定して再解析した結果、舞鶴遊水地周辺の営巣適性評価は最大
で0.81程度となり、舞鶴遊水地内にヨシ原が拡大することで営巣適性が向上すると見込まれた。

7

0.81程度

0.36程度

2018年度現存植生図 ヨシクラスが拡大した場合
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

舞鶴遊水地 舞鶴遊水地堤防 河川堤防 長都沼

水田 水田畔 畑（不明） 畑（麦）

畑（麦）畔 畑（大豆） 畑（デントコーン） 草地

農地（不明） 道路 市街地 不明

平成30年度のタンチョウの利用環境

平成30年度のタンチョウの飛来状況より、月別の利用環境と確認回数をまとめた。
換羽中は舞鶴遊水地のみで過ごしたことから、舞鶴遊水地内にも十分な採食資源があると考えられる。
換羽前後は農地の利用が多く、道央圏では農地が採食環境として重要な役割を持つと考えられる。
利用農地は季節によって異なり、季節に応じて採食効率の良い農地を選択していると考えられる。
⇒タンチョウの行動範囲となる一定面積内に多様な農地があることが採食適性を高めると考えられる。

8

換羽中（5月中旬～
7月上旬）は
遊水地内のみを利用

稲作期間中は
水田を利用

稲刈り後は
遊水地、畑を利用

稲作開始前は
遊水地、畑を利用

聞き取りによって
得られた情報を含む。

舞鶴遊水地

水田

畑・草地



モデル式を用いたタンチョウ採食適性評価
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今年度の月別確認場所やむかわ町での研究をもとに、タンチョウの採食環境に関する仮説モデル式を作成。
舞鶴遊水地周辺：水田と畑がいずれも多く存在しており、タンチョウが繁殖期に採食できるポテンシャルは
高いと考えられる。

他の遊水地周辺：江別太・晩翠・東の里・北島遊水地周辺は、舞鶴と同じく水田と畑がいずれも多く存在し
ている。一方、根志越遊水地周辺は水田が少ない。

モデル式の概要

 農地開拓された地域では、一定の面積内に畑と水田がバランスよ
く存在していることで通年の採食が可能になると推定。暫定的に
畑と水田が両方多く存在すると数値が高くなるモデル式を作成。

 モデル式上で畑に該当するのは「畑雑草群落」「放棄畑雑草群
落」「放棄水田雑草群落」「牧草地」。水田に該当するのは「水
田雑草群落」「湿原・河川・池沼植生」。

評価方法の概要

 環境省の1/2万5千植生図に舞鶴遊水地の2018年度植生調査結果を組
み入れた植生図を使用。

 植生図を100mグリッドに区切り、各グリッドについて、直径1.7km円
の範囲の近傍解析を実施。

 解析範囲は「千歳川流域」及び道央圏内でタンチョウが繁殖してい
る「むかわ町」（植生図未整備区域を除く）を含めた約630km2。

評価結果

苫小牧市は水田が少ないため
評価が高くない

むかわ町のタンチョウの
育雛地は評価が高い

千歳川流域では
•嶮淵川合流地点より下流の右
岸で評価が高い。
•根志越遊水地周辺は水田が少
ないことが評価に影響してい
る。



モデル式を用いた環境評価のまとめ
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営巣適性評価 採食適性評価

評価内容 4.5km圏内のヨシ原やハンノキ林等の割合 1.7km圏内の水田と畑の広さとバランス

評価図

評価結果
(舞鶴遊水地)

タンチョウが繁殖するむかわ町のように
高い数値ではないが、遊水地内及び長都
沼にあるヨシ原の影響で千歳川流域の中
では評価が比較的高い。

水田と畑がいずれも多く存在しており、
タンチョウが繁殖期に採食できるポテン
シャルはあると考えられる。

環境の改善

遊水地内外でのヨシ原の拡大に取り組む
ことが有効。ただし、多様な環境の形成
に留意が必要。

流域内農地において、農家の理解を得な
がら、農薬・肥料低減などの生きものに
配慮した農業に取り組むことが有効。

実際の環境改善においては、他の要因にも留意する。
• 周囲からの見通し
• 採食資源量
• 人工構造物（道路、建物、送配電線など）
• アライグマ等の外敵 など



矢部和夫委員の主なコメント
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舞鶴遊水地内におけるヨシ原の拡大・維持について

 ヨシは他の植物との競争を避けるため水際に生育するが、特に流水環境が重要である。ヨシ群落は水

の流れに沿って線状に成立することが多い。

 おそらく、今年度新たに線状の流路沿いにパッチ上のヨシ群落が確認された。

 流路を作れば、ヨシ原の拡大・維持につながる。地下水からの導水などによって湧水点をつくれば、そ

こから新しい流路が自然に形成される可能性がある。

微高地の植生について

 ヨシは他の植物との競争には弱い。今年度確認されている植物の中では、ヤナギ類とオオアワダチソ

ウについて対処を検討する必要がある。

 初期導入の影響はしばらく継続する。最初にヨシを大量導入したのはその効果をねらったもので、ヨシ

優先群落がしばらく安定して存続することを期待している。

 ただし、植生管理を行うことでタンチョウに警戒心を抱かせないよう、十分な配慮が必要だと思う。もし

営巣環境としてヨシ以外のオオアワダチソウなども巣材に利用するのであれば、今は微高地の植生に

手を付けないなど人の介入や立ち入りを最小限にとどめることも考えられる。



(３)タンチョウの
生息環境の改善について

資料２



アライグマ対策生息環境
専門部会

 舞鶴遊水地では、足跡が見つかるなど、アライグマがタンチョウの繁殖を阻害することが懸念されている。
 長沼町、地域住民、大学との連携のもと、アライグマ対策を試験的に行っている。
 今年度は、北海道大学池田教授のご協力を得て、センサーカメラ（動画）の設置によるアライグマ生息状況

の把握を行った。

アライグマ対策の概要

2

対策 実施・連携主体 目的 概要

センサーカメラの設置 北海道大学 池田教授 アライグマ
生息状況の把握

舞鶴遊水地内及び周辺に9月～
12月までセンサーカメラ（動
画）を設置。その結果、遊水地
内に常駐しているアライグマは
いないと考えられる。

千歳川河川事務所 アライグマ
生息状況の把握

舞鶴遊水地内8箇所に5～7月設
置し、全てのカメラで撮影され
たほか、幼獣も確認された。

箱わなの設置 長沼町 アライグマ駆除及び
生息状況の把握

舞鶴遊水地内への延べ169日間
の設置で7頭捕獲され、
個体数は超高密度と推定された。
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舞鶴遊水地におけるセンサーカメラ（写真）の設置

3

生息環境
専門部会

千歳川河川事務所によるセンサーカメラを用いたアライグマ生息確認調査

●センサーカメラ設置場所

全ての地点でアライグマが撮影された。
 3地点（草地1、水域1、水域2）では幼獣を連れたアライグマの家族も撮影されており、
舞鶴遊水地の近傍で繁殖している可能性がある。

 草地1：6月29日、7月3日・7日・8日・9日
 水域1：7月10日・18日・19日
 水域2：7月4日

撮影されたアライグマ家族

親

幼獣

幼獣

2018.07.18撮影

日別のアライグマ撮影個体数（河川事務所設置カメラ）

延べ12個体

延べ16個体

延べ5個体

延べ88個体(幼獣含)

延べ24個体

延べ13個体

延べ72個体(幼獣含)

延べ81個体(幼獣含)

自動撮影カメラ（Reconyx HyperFire HC500）



舞鶴遊水地におけるセンサーカメラ（動画）の設置

4

生息環境
専門部会

北海道大学 池田教授によるセンサーカメラを用いたアライグマ生息確認調査

No.４
（10/10～）

No.２
（11/12～）

No.１
（9/13～）

No.３
（10/10～）

(旧)No.２
（9/13～）

●センサーカメラ設置場所

●設置結果

①9月13日～10月10日、②10月10日～11月12日、③11月12
日～12月10日の期間に実施したところ、No.1（嶮淵右岸樋
門）では、計20回アライグマが撮影された。

期 間 撮影回数 備考

9／13～10／10 11回
親子連れ（親1、子1）が1回、他は
単体

10／10～11／12 7回
親子連れ（親1、子2）が1回、他は
単体

11／12～12／10 2回 全て単体

●結果
• 9月と10月に撮影された親子連れは、別個体。

• 活動範囲が減少する冬に近づくにつれて、撮
影回数が減少していること、 NO.3の撮影回
数が多いことから、遊水地に常駐している個
体はおらず、馬追丘陵から侵入してきている
と考えられる。

• アライグマの尾の形状（先端の色、輪の本数
など）から、遊水地に入り込んでいる個体は、
最低でも4頭と考えられる。

• No.4の撮影回数が少ないことから、南9号川
からの侵入は少ないと考えられる。

●アライグマ防除について
• 遊水地に常駐している個体はいないため、周

囲からの侵入防止が重要。

• 設置した結果を比較できるよう、毎年同じ方
法で嶮淵右岸樋門周辺に設置すると良い。

• 嶮淵川沿いもアライグマの出現ポイントにな
るので、越流堤周辺での捕獲も有効。

No.3では、 10月～11月の間に80回、No.4では、10月～11
月の間に2回アライグマが撮影された。



舞鶴遊水地における箱わなの設置生息環境
専門部会

舞鶴遊水地における箱わな設置結果
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6月 7月 8月 9月 10月 11月

捕
獲
頭
数

草地（幌内川近辺）

水辺（幌内川）

・足跡の確認場所
・箱わなの設置位置

●箱わな設置場所

設置した箱わな 設置期間 設置日数

箱わな1 6月11日～11月13日 94日

箱わな2 7月17日～10月12日 57日

大型箱わな 10月12日～11月13日 18日

のべわな日数 169日

捕獲頭数 7頭

CPUE 4.14

舞鶴遊水地におけるアライグマ生息密度

超高密度（3頭以上/㎢）

●アライグマ捕獲状況●箱わな設置状況（途中撤去期間あり）

大型箱わな
で捕獲

※CPUE：捕獲効率。わな設置期間に対する捕獲数の比率。

CPUE※ 生息密度

4.121～ 超高密度（3頭以上/㎢）

2.518～4.120 高密度（2～3頭/㎢）

0.914～2.517 中密度（1～2頭/㎢）

0～0.913 低密度（0～1頭/㎢）

●CPUEと生息密度との関係

設置前には専門家
（北海道大学池田教授）に
指導をいただいた。

アライグマの好む環境であり、足跡も確認された嶮淵右岸樋門を設置場所とした。また、降雨時には幌内川
が増水することから、水辺から草地へ箱わなを移動させた。
その結果、箱わな設置期間中（169日間）に7頭のアライグマを捕獲した。

※出典：北海道アライグマ防除技術指針

草地（幌内川近辺） 水辺（幌内川）

幌内川



タンチョウの電線衝突防止対策生息環境
専門部会
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実施日：平成30年11月16日(金) 10:00～11:30

タンチョウは目が良いが、時間帯や天候などに
よっては電線に衝突するおそれがある。

高さ50mの送電線はその下を飛ぶので対策優先度
は低い。

障害物が並ぶ中に開けた場所があるとタンチョ
ウはそこを選んで通り抜けようとするので、そ
のような場所に電線があると衝突の危険性が高
い。

電線を太くすることでもタンチョウへの配慮に
なるが、色も目立つ色にした方が望ましい。

現地立会における専門家からの主な意見

舞鶴遊水地南側の電線現地立会の様子

 タンチョウが遊水地及びその周辺を採食場として利用し、遊水地と農地間を飛行して移動していることが確
認されている。

 遊水地近傍には送電線があり、タンチョウが電線に衝突して怪我や死亡する事故も想定されることから、電
線衝突事故を防ぐため、専門家や電力事業者等の関係者合同で現地立会を行った。

道東地域における対策事例

 電線衝突によるタンチョウ死亡が問題となり、タンチョウ
保護増殖事業の一環として環境省が電力事業者に依頼し対
策を実施。

 水辺の近くなど特に必要な箇所に区切って送配電線に標示
管を設置している。

写真提供：北海道電力株式会社

送電線に取り付ける赤色標識板配電線に取り付けた黄色標示板

















(５)舞鶴遊水地への
人の関わり方について

資料４



 「タンチョウも住めるまちづくり」を検討するにあたり、舞鶴遊水地における人の関わり方（どこまで関
わって良いか）を慎重に判断する必要がある。

 来訪者の希望や環境教育的役割の視点を踏まえて、将来の関わり方のイメージを検討した。

舞鶴遊水地への人の関わり方

2

（１）自然を近くで見たいという観光客からの意見（H29とH30のアンケートより抜粋）
⇒「水面近くにブラインドになる壁をつくってほしい」
「水辺近くに観察できるようなのぞき窓付のフェンスなどがあると良い」
「タンチョウが（遠くて）小さくしか見えなかった」
「ガラス越しだと撮影には向かない。ハイドがあると、カメラマンが来ても便利」

（２）長沼町住民の舞鶴遊水地への愛着心や当事者意識の養成
のおがた

⇒直方川づくり交流会（福岡県直方市）のアンケート調査事例では、川づくりを通じ
た環境教育プログラムによって郷土愛を育む効果が出ている。地域住民が、各自
の興味や技能、都合などにあわせて関わることができる仕組みがあると良い。

（３）環境の維持・管理活動の必要性の高まり
⇒平成30年度に実施した環境調査において、微高地へ外来植物や樹木の侵入が
確認された。これらの植物は健全なヨシの生育を阻害するおそれがある。

現状：

論点：

「舞鶴遊水地への人の関わり方」将来イメージ（案）

主体 関わり方の内容（案）

来訪者（観光客等） 車内または建物内から観察を原則とするが、定められた場所では設置されたハイドや
散策路からの観察を楽しめる。

住民等 活動のガイドライン（仮称）に従って、地域住民や企業・学校が清掃や環境管理などの
活動を実施。

来訪者（観光客等）は、周囲堤天端にて、車内または建物内から観察する。
ただし、車外に出たり周囲堤内側に入ったりする人もいる。

これらを具体化するための必要事項は、タンチョウの生息状況を踏まえて、将来的な検討事項とする。



(６)平成31年度の調査等について

資料５
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平成31年度 舞鶴遊水地の環境モニタリング計画（案）

次年度、札幌開建で実施予定の「タンチョウの生息や遊水地環境に関わる調査」は次のとおり

調査項目 調査内容 備考

タンチョウ
モニタリング調査

行動追跡調査（春～秋の月1回）
遠隔カメラによる所在調査（平日）

継続

鳥類調査
（タンチョウ除く）

一般鳥類調査（春・夏・秋）、猛禽類調査（春）
チュウヒねぐら調査（秋）、渡り鳥調査（春・秋）

継続

植物調査 植物相調査（春・夏・秋）
群落組成調査（夏）

継続

水質・底質調査 水質調査（春、夏、秋）
底質調査（夏）

継続

微高地の営巣環境
調査

微高地上の植物調査（夏・春・秋）、地形測量（秋）
センサーカメラによる微高地上の動物活動調査（春～夏）

継続
新規

アライグマ生息確認
調査

センサーカメラによるアライグマの生息状況調査（春～夏） 継続
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平成31年度 舞鶴遊水地の維持管理工事について

次年度、札幌開建で実施予定の維持管理工事は、下記の通り。

※（）は施工予定時期を記載しているが、タンチョウの飛来状況を踏まえ、実施する。

越流堤の樹木
伐採（5～7月）

堤防の除草
（ 6～8月）

水路に堆積した土砂
の掘削（ 5～7月）






















